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研究成果の概要（和文）：統合失調症の実世界で行動する社会的能力を客観的に測定するパフォーマンステストを作成
した。同意の得られた20・30代の男女36名（健常者20名、統合失調症患者16名）に、パフォーマンステストと、知的機
能の簡易評価尺度、ベック自己認識評価尺度、心の状態推論質問紙を行った。両群で有意差のあった年齢と教育年数を
共変量として共分散分析で群間比較したところ、パフォーマンステストで両群の差が明確に示された（判別妥当性）。
パフォーマンステストは社会的認知を評価する尺度と有意な相関があった（基準関連妥当性）。因子分析で状況把握か
ら表出行動までの一連の過程とそれに対する自己認識の因子が抽出された。

研究成果の概要（英文）：The performance test to evaluate social cognition and behavior of schizophrenia 
in simulating real world scene was developed. Thirty six participants with written consent 
(schizophrenia:16, healthy control: 20) were assessed with the performance test, JART（Japanese Adult 
Reading Test）, BCIS（Beck Cognitive Insight Scale）, and SCSQ （Social Cognition. Screening 
Questionnaire）. One way analysis of variance with co-variables (age and total education years) were 
done. Schizophrenia group was significantly lower score level in the performance test than heathy control 
group (test validity of discrimination). The performance test was significantly correlated with BCIS and 
SCSQ subscales which showed significant difference between groups (test validity of association with 
established tests in the similar assessment field). Explorative factor analyses found 6 factors which 
presented important components of social cognition and social behavior.

研究分野：精神医学
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１．研究開始当初の背景 
（１）統合失調症の社会的スキルの評価方法

創出の必要性について 

  わが国で精神障害を持つ人たちが当た

り前に地域で暮らすことが治療の目標にな

る中で、社会生活能力評価は重要な課題であ

る。また、神経認知機能や社会的認知機能の

重要性が注目され、脳機能の解明や、改善の

ための介入研究が行われるようになってお

り、そのアウトカムとしての社会機能の評価

が重要視されるようになっている。しかし，

社会機能を評価する手法で、標準的に用いら

れる尺度はまだ見あたらないといってよい。

社会機能という呼称に包含される概念もさ

まざまである。 

 米国で大規模なプロジェクトとして、

MATRICS と略称される統合失調症の認知機能

改善のための創薬の試みがおこなわれてい

るが、認知機能よりも意味の大きな日常生活

機能の改善ももうひとつのエンドポイント

となっている。地域生活の実際を評価するこ

とは、環境や個人の生活経験など様々な媒介

因子があって、直接的に認知機能を反映しな

い可能性があるため、認知機能の変化を直接

反映するであろう評価手法として、「どの程

度行う能力を持っているか」(functional 

capacity または competence)を取り上げて

いる。これには 2種類の能力（課題処理及び

対人適応）が含まれる。対人機能はさらに、

人と親しく付き合い信頼関係を気づいてい

くための親和的技能と、社会的な目的を達成

するための道具的技能もしくは社会的問題

解決能力に分けられる。 

（２）これまでの社会的スキルの「行う能力」

を評価する尺度の開発状況 

対人機能について「行う能力」を測定する

ツールは、評価を行う場所でなんらかの社会

的な状況を設定し、その設定に沿って被験者

と検査者とがロールプレイを行う形で行わ

れる。しかし対人行動を記述する変数は多数

あり、その重みづけが明らかでなく、さらに

対人行動をすべて数量的に記載できるとは

言い難い。さらに行う能力と実世界での行動

との懸隔をつなぐ変数として、内発的動機づ

け、メタ認知、自己効力感(self-efficacy)

などがあり、また実際の能力が発揮できるか

どうかについては、おかれている環境も大き

い。こうしたことがこれまでの評価の限界と

なってきた。 

 
２．研究の目的 
これまでの限界を踏まえ、筆者らは新たに、

社会的スキルの「行う能力」を評価するパフ

ォーマンステストを開発した。このテストは

表出された行動だけではなく、社会的状況の

把握や、メタ認知など「実世界で行っている

行動」への媒介因子を評価することが特徴で

ある。本研究の目的は以下のとおりである。 

ⅰ．あらたに開発されたパフォーマンステス

トが統合失調症と健常者との社会的スキル

を弁別することが可能か検証する。 

ⅱ．既存の社会認知やメタ認知や「実世界で

行っている行動」の評価尺度と、パフォーマ

ンステストとの間に関連性があるかどうか

検討することで、テストの妥当性を検証する。 

ⅲ．パフォーマンステストの結果に基づいて、

統合失調症の社会的スキルの「行う能力」の

特性について、とくに社会的状況把握能力や、

メタ認知能力が、表出された行動とどのよう

な関連があるかについて検討する。 

本研究は帝京大学倫理委員会（帝倫

14-001）および利益相反管理委員会（TU-COI 

14-001）の許可を得て実施した。 

 
３． 研究の方法 
（１）対象 

・健常対象者：研究の趣旨を説明し、口頭お

よび文章による同意を得た青年期の男女 20

名で、これまでに精神科受診歴がなく、現在

社会生活に特に支障がないものを対象とし

た。男性 16名、女性 14名で、平均年齢 23.3



歳である。 

・統合失調症の対象者：帝京大学病院通院中

のものを中心に、主治医による説明と、口頭

および文章による同意を得た青年期の男女

１６名で、カルテからの情報をもとに DSM5

の診断基準に基づき、統合失調症の診断を確

認した。男性６名、女性１０名で、平均年齢

27.2 歳であった。 

今回の対象者を 20・30 台と年齢を限定し

たのは年代により社会的に妥当なスキルが

異なることが想定されたためである。 

（２）評価方法 

・パフォーマンステストの概要 

 パフォーマンステストは社会生活で遭遇

する可能性のある2つの社会場面で相手役と

のロールプレイと、ロールプレイ前後の設問

を行うもので、 テストの所要時間は２場面

の説明、ロールプレイや設問合わせて約 30

分である。社会場面は、目的があり手段を創

出する必要がある場面（人に協力を求めて課

題を達成）と、医療関係施設で知り合いに遭

遇するが、その場の目的も手段もあいまいで、

どのような対人的態度をとるかみる場面で

ある。教示の後、場面の理解を問う設問の後、

5 分間のロールプレイを実施し、その後メタ

認知や自己効力感などを確認する7つの設問

を行う。ロールプレイはビデオ録画する。パ

フォーマンステストの評価は、ビデオ録画と

前後の設問をもとにして、3 下位尺度（８項

目）について行う。項目はいずれも 5段階の

Lykert 尺度で、あらかじめ健常者の多数が 5

点もしくは4点となるように難易度を調整し

ている。3 下位尺度は、１）社会的状況の把

握と行動プランの策定と実行（状況把握、行

動プランの策定と実行）、２)表出された対人

行動（視線、表情、声の調子、流暢性などの

外顕的行動、社会的効果、社会的妥当性）、

３)実世界で実施する場合に関連する認知

（メタ認知、代替行動の創出、実行可能性）

である。3下位尺度の得点を解析に用いるが、

必要によっては各項目の得点も解析の対象

とした。下位項目の一覧を付録として文末に

示した。 

・パフォーマンステスト以外の評価 

Japanese Adult Reading Test （JART） 

ベック認知的洞察尺度（BCIS：Beck Cognitive 

Insight Scale）日本語版 

心の状態推論質問紙（SCSQ：Social Cognition 

Screening Questionnaire）日本語版 

特定機能レベル評価尺度(Specific Levels 

of Functioning Scale,SLOF)日本語版 

 

４．研究成果 

（１） 対象者の特徴 

対象者の 36 名のうち、健常者は 20 名（男

性 16 名、女性 14 名、平均年齢 23.3 歳）、

統合失調症患者が 16 名（男性 6名、女性 10

名、平均年齢27.2歳）であった。年齢（t=3.58, 

p<.01）と教育年数（t=-3.06, p< .01）で群

間に有意な差があった。JART は群間で有意な

差が見られなかった。（score : t =-1.555, 

p = 0.129 / IQ : t= -1.551, p=0.130） 

（２） BCIS と SCSQ 得点の群間比較 

年齢と教育年数を共変量として、各尺度の

得点を共分散分析で群間比較したところ、

BCIS の確信度が統合失調症群で有意に高く

（F=5.77, p=0.02）、健常者群で SCSQ の総

得点が高い傾向が見られた（F=3.15, p=0.09）。 

（３）パフォーマンステスト得点の群間比較 

評価したパフォーマンステストの得点を

比較すると、統合失調症者群と健常者群とで

ほとんどの下位項目で有意な差が見られた。 

しかし、場面１では代替行動の創（p=0.806）、

場面２では社会的効果（p=0.109）において

は差が見られなかった。 

（４）パフォーマンステストと SCSQ, BCIS

の関連 

共分散分析で有意差のあった BCIS の確信

度及び SCSQ の総得点とパフォーマンステス

トの下位項目の関連を Spearman の相関分析



で調べたところ、多くの有意な相関が見られ

た。BCIS の確信度においては、特に場面 1の

状況把握（r= -0.518）とメタ認知（r= -0.456）

の項目が 1%水準で有意な負の相関が見られ

た。SCSQ の総得点では、特に、場面１の実施

前の理解度（r= 0.510）、状況把握（r= 0.439）、

行動プランの策定と実行（r= 0.512）、外顕

的行動（r= 0.516）、場面２の状況把握（r= 

0.456）、外顕的行動（r= 0.430）、社会的

妥当性（r= 0.590）の一連の行動で 1%水準の

有意な正の相関が見られた。 

（５） パフォーマンステストとSLOFの関連 

SLOF とパフォーマンステストでは有意な相

関は見られなかった。 

（６）パフォーマンステストと SCSQ, BCIS

の因子分析 

バリマックス回転で固有値 1以上の 6因子

を抽出。因子負荷量の高い項目からそれぞれ

の因子を下記のように命名した。『2．課題

達成の因子（固有値=8.95）』、『2.状況把

握の因子（2.13）』、『3.メタ認知と確信度

の因子（2.01）』、『4.親和的（社交的）ス

キルの因子（1.66）』、『5.状況探索の因子

（1.28）』、『6.プラン策定と代替行動の因

子（1.13）』 （6因子での累積寄与率は

74.58％） 

（７）考察 

① 対象者の特徴 

本研究では、統合失調症患者と健常者の間

で知的機能の差は見られなかったが、社会的

認知の総合得点（SCSQ）が健常者と比べて低

い傾向にあり、自己認識に関する確信度が統

合失調症患者で有意に高い特徴が抽出され

た。具体的な場面における自己の認識の確信

度は高くなく（SCSQ の下位尺度のメタ認知に

は両群で有意差がない）、BCIS の内省尺度も

有意差がない（例:私はあまりにも早く結論

に飛びついてしまった）。一方では、より抽

象的な自己認識確信度を問う（例：私が体験

したことについての私の解釈は絶対正しい）

設問の得点が高いことが特徴で、個々の局面

でのメタ認知ではなく、一般的な事実認識の

確信度や自己概念の柔軟性の乏しさがある

と考えられる。 

②パフォーマンステスト得点の群間比較 

パフォーマンステストの各項目を健常者と

患者で比較したところ、多くの項目で健常者

群の得点が有意に高く、両群の社会的スキル

の差が明確に示された。（判別妥当性） 

③パフォーマンステストと SCSQ, BCIS の関

連 

パフォーマンステストの多くの項目は、両群

の比較で有意差のあった SCSQ や BCIS の各項

目と有意な相関が見られた。社会的認知が高

いものは状況把握からプラン策定と実行、外

顕的行動などの一連の社会的スキルの得点

が高く、逆に自己認識の確信度の高いものは

状況把握や事実認識などの得点が低かった。 

④パフォーマンステストと SLOF の関連 

統合失調症の自己評価に基づく日常生活評

価とパフォーマンステストとの間には相関

が見られなかった。実世界の自己評価とパフ

ォーマンスの観察との間に統合失調症では

乖離があることはこれまでも指摘されてお

り、社会機能の評価にあたっては、自己評価

とともにパフォーマンス評価の必要性を示

していると考える。 

⑤パフォーマンステストと SCSQ, BCIS の因

子分析 

社会的状況の中では、状況把握から表出行動

までの一連の過程と、それに対する自己認識

が想定されるが、今回の因子分析でも因子 1

〜3 はその過程を構成する因子と考えられる。

因子 4は、パフォーマンステストの場面 1（手

段を創出し課題達成する場面）と場面 2（目

的も手段も曖昧な場面）で異なる社会的スキ

ルが要請されるために抽出されたものと考

えた。因子 1には固有値=8.95 と大きな因子

をなしているが、その中に含まれる一連の過

程とはやや独立して因子 5（状況探索の因子）



と因子 6（プラン策定と代替行動の因子）が

存在していると考えられる。 

（７）本研究の限界と今後の展望 

本研究では、20〜30 代の男女青年を対象とし

ており、児童や中年以後の成人では結果が異

なる可能性がある。また、今回パフォーマン

ステストの評価は評価マニュアルに基づき

筆者が行っている。評価の信頼性については

今後の課題である。また、今回は対象者数が

36 名であったため、男女差については検討し

なかった。社会的スキルは男女差があること

が知られており、この点についても今後の課

題である。 
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